
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和元年度 １２月 行事等の予定 

1 日 オリンピック 250 日前記念イベント 17 火 読み聞かせ（朝） 

2 月 振替休業日 18 水   

3 火 安全指導日 クラブ活動 19 木   

4 水 Ｂ５ 20 金   

5 木   21 土   

6 金 社会科見学（６年） 22 日   

7 土   23 月 落葉拾い終 

8 日   24 火 Ｂ４ 給食終 

9 月 美術鑑賞教室（５年 13：30～15：00） 25 水 Ｂ４ 終業式 

10 火 Ｃ ギネス キャリア教育（６年 ３・４ｈ） 26 木 冬季休業日始 

11 水 Ｂ４（２年２組のみ研究授業のため５校時あり） 27 金   

12 木 避難訓練 28 土  

13 金 
Ｂ 保護者会（１～３年 14：00～15：00） 

        （４～６年 15：10～16：10） 
29 日 年末年始のため学校に入れません（～１月３日） 

14 土   30 月   

15 日   31 火   

16 月         

◎…SC川内先生勤務日（月金10:00～16:45） ◇…SC大島先生勤務日（木8:15～16:45） 

                                            令和元年１１月３０日 

                      だより      １２月号（ 第３８５号 ） 

              http://www.shinjuku.ed.jp/es-ochiai3/       新宿区立落合第三小学校 

落三小 

優しさ溢れる落三小に 

                            副校長 

「友達と仲よく協力する心優しい子ども」、本校が掲げる目指す児童像の一つです。 

学校では、全教育活動を通して子どもたちの豊かな心を育むための取り組みを実践しています。学校は集団生

活の場です。子どもたちがより良い人間関係を築き、楽しく学校生活を送るためには、児童一人一人が自分の

よさに気付き、友達のよさを認める心を育てていくことが大切です。学校生活の中で楽しい時はいつですか？

と問いかけると「休み時間！」という答えが多く返ってきます。子どもたちにとって、気の合う仲間と過ごす時

間は何よりの楽しみだと言えます。 

 しかし、時には、感情の行き違いでけんかが起こり、悲しい気持ちになることもあります。そんな時、冷静に

自分を振り返り、自分に非があったならば素直に認め、相手に「ごめんなさい」が伝えられる子どもであってほ

しいです。相手の気持ちを思いやり、自分の思いを我慢できる子ども同士では争い事は起こらないかもしれま

せん。違いがあって当たり前、互いにその違いを認め、相手の気持ちを考えて行動できる子どもが増えると素

敵です。たくさんの「優しさ」で溢れる落合第三小学校になることを願わずにはいられません。 

 １２月１０日は「世界人権デー」です。これは１９４８年に国際連合総会に 

おいて「世界人権宣言」が採択されたことを記念して制定されたものです。我 

が国では、毎年１２月４日～１０日の一週間を「人権週間」とし、全国各地で 

様々な啓発活動が行われています。 

思いやりの心を育むことは、学校教育の中だけでは実現できません。家庭と 

地域、学校が心を一つにして子どもたちの成長を見守り、連携していきたいと 

思っています。 

令和元年を締めくくるこの年末に、是非、ご家族皆さんで、それぞれが思う 

「優しさ」について話し合ってみてはいかがでしょうか？ 
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【お知らせ】 

  図画工作科担当教諭が、１１月２７日より、妊娠出産休暇に入りました。後任には、産休代替の教諭が着任いた

します。どうぞよろしくお願い申し上げます。 

人間生活に大切なもの ～「気持ちのよいあいさつ」と「礼儀正しさ」～ 
                                             主幹教諭（生活指導主任） 

 
 今年度も落三小の生活指導の年間目標は、「すすんであいさつのできる子」です。毎学期始めの2週間をあい

さつ運動として、４～6年の子どもたちが、校門で、気持ちを込めてあいさつを呼び掛けています。その取組に

加え、今年度は、５年生が自主的にあいさつ運動を計画し、継続して取り組む姿が見られました。 

あいさつには、一日を気持ちよく始めさせてくれる力があります。家族や友達、先生、地域の方とあいさつを

することによって朝の気持ちが前向きで明るくなっていきます。また、あいさつには、笑顔をつくる力もありま

す。あいさつをすると自然と笑顔が増えていきます。普通に生活していると、自然と笑顔になる機会は少ないも

のです。あいさつは、自然と笑顔になる機会となり、気持ちも上向くとてもよい言葉なのです。 

加えて、あいさつと同様に礼儀正しさも生活において大切なものの一つであると思います。相手に応じた言葉

遣いで話ができることや、相手を認め、敬う気持ちをもって行動することができる子どもたちに育てていきたい

と思います。落三小の子どもたちが社会に出て活動するときに、堂々と胸を張って活躍できるように私たち教職

員一同、学校全体で指導していきたいと思います。 

今年度は一学期から「あいさつ」を重点とした生活目標を掲げて取り組んできました。その成果として登下校

時のあいさつは、今まで以上に元気がよくなりました。また、校舎内ですれちがう児童からは「こんにちは」と

いうあいさつが自然と生まれてくるようになりました。人をつなげる言葉が溢れる様子が広がっています。「い

つでも、どこでも、だれにでも、すすんであいさつのできる子ども」や「礼儀正しい子ども」を育てるには、学

校、家庭、地域が力を合わせていくことが大切です。子どもたちの周りにいる大人がまず、手本を示していきた

いものです。学校でも更に指導を進めてまいりますので、ぜひ、ご家庭・地域でもご指導・ご協力をお願いいた

します。 

２年生の窓 「落合のまちたんけん」 
                           ２年担任 

 
11月７日に生活科の学習の一環として「まちたんけん」に出かけてきました。行先は、西落合図書

館・落合南長崎駅・南長崎スポーツセンター・西落合交番・西落合児童館・川藤商会・とさや・いせみ

つ・ホビーセンターカトー・西落合郵便局・落合第二地域センター・三世代交流サロン・目白大学です。

それぞれグループごとに分かれて行ってきました。たんけんで気付いたことを振り返りました。 

 

★地いきのお店の人たちが、いそがしい中なのに自分たちのしつ問にきちんと答えてくれたことがうれし

かったです。わたしたちが知らなかったお店のことや仕事のことをくわしく知ることができました。 

★グループのみんなで協力して、まとまってたんけんに行くことができてうれしかったです。いっしょに来

てくれたお父さん、お母さん、先生のおかげです。 

★たんけんでは、ふだんは入ることができなかったり、見ることができなかったりする場所を見学させても

らえて、とてもワクワクしました。うれしかったです。 

★自分の住んでいる地域のことを詳しく知ることができてよかったです。町たんけんで学んできたことを 

 しっかりとまとめたいです。 

★質問をするときにすごく緊張しましたがお店の人が最後まで聞いてくださって「優しいな。嬉しいな。」

という気持ちになりました。そして、質問を通して働いている人の大変さを知ることができました。 

★見たことのない機械や普段入ることができないお店の裏側を見せてもらえてとても楽しかったです。今

度、家族にも教えたいです。 


